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杜十娘（怒沈百宝地）（杜十娘が怒って百宝箱を沈めること）

あらすじ3　時は万暦20年（1592）のこと。主人公（男）は江南出身の李甲、北京の国

子監に入り、科挙合格を目指している受験生。一方のヒロイン（女）は19歳、この道7

年の北京妓女晶出娘、現在は北京花柳界の売れっ妓スターだが、心中密かに良人との結婚

を夢見ている。

　ある時、遊郭に遊んだ李甲はすっかり杜十娘に魅せられ、杜十娘も純朴な青年李甲に心

を寄せる。二人は遊郭で多くの時を過ごすが、李甲は故郷の厳父を恐れ、杜十娘の落籍を

切りだせない。やがて、李甲は遊興資金（もと受験用）が乏しくなり、杜十娘もお客を取

らぬようになったので、妓郭のおかみ（継母）は李甲を諦めさせるために、“10日間に300

金を用意すれば杜十娘の落籍を許可する”ことを告げる。李甲は金策に苦しむが、杜十

娘の150両と友人柳遇春からの150両を何とか工面して、遂に杜十娘の落籍に成功する。

　妓館では姉妹たちが帰郷する二人の送別の宴を開き、鍵付きの百宝箱を贈る。

　やがて江南に着いた二人は、明日は帰宅するという前夜、杜十娘が久し振りに舟上で唱

った歌を、偶々隣舟に居合わせた新安商人の孫富が耳にする。嵐で出発を見合わせた李甲

を孫富は言葉巧みに誘い出し、二人の結婚に厳父が反対する事等を理由に、千金で売血娘

を孫富に譲ることを約束させる。

　夜遅く舟に帰った李甲からその話を聞いた杜十娘は、冷笑してその話を承諾し、翌朝着

飾った妓女姿で現れる。杜十娘は観衆の前で孫富や心仏を罵り、百出箱から宝石類を取り

出しては次々に河に投げ込み、果ては百台箱を抱いて入水して果てる。

　後日、柳心乱の前に幽霊の杜氏娘が現れ、百宝箱を返して、お世話になったお礼を言う。

原話＝明・宋慰＝澄『九籠集』所収「負抽出伝（薄情者伝）」

　　　明・凋夢龍r警世通言』巻32（r今古奇観』巻5）「杜十一怒沈財宝箱」

　　　　　　　　r情史』巻14、情仇類

翻案＝江戸・都賀庭鐘：r繁野話』「江口の遊女薄情を憤りて珠玉を沈むる話」

　　　現代・虚語堂r杜十娘一北京における歌妓哀話』（佐藤亮一訳、朋文社、プラタン叢書、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1956）

論文＝植田渥雄「「杜十娘」考一「杜十娘怒沈百宝箱」とその原本とのかかわり」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（桜美林大学『中国文学論叢』9、1982）

　　　伊：藤徳子rr油壷娘』論」（奈良女子大学大学院r人間文化研究科年報』14、1998）


